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３� 人口の将来展望 
玉名市人口ビジョン（令和２年３月）における「玉名市人口の目標」を踏まえ、2030 年に人口規模

60,000人を将来展望⼈⼝と設定します。 

この人口目標の達成のために、本市における「まちの創生」、「ひとの創生」、「しごとの創生」を関係機関

と連携し、一体的に取り組み、持続可能な都市づくりを進めることで、移住や定住を促し、誰ひとり取り残さな

い地域社会の実現を目指します。 
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［出典：玉名市人口ビジョン（令和 2年 3月）］ 
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第３章� 将来都市構造�  

１� 将来都市構造とは 

都市構造は、都市機能配置の概念を示すものであり、都市づくりの方針を実現するため、現在の土地利

用や自然環境の骨格をベースに、将来像や主要なプロジェクトを考慮して設定します。 

 

１．１� 都市構造の現状と課題 
本市は、北部の小岱山、東部の金峰山系の山々、南北に貫く菊池川、その菊池川が育む広大な平野、

南部の有明海と、恵まれた自然環境に包まれた「やま・まち・さと・うみ」により構成されています。 

また、本市市街地は、県道寺田岱明線に沿って東西方向に拡散し、交通動線としての道路は、南北方

向の配置が脆弱な状況にあり、今後は、市民の生活利便性を高め、より便利で快適に生活できる環境を形

成するために、全市を一体的に捉えたまちづくりが求められています。 

 

 

１．２� 都市構造の基本的な捉え方（ゾーンと拠点、軸の考え方） 
本市の「やま・まち・さと・うみ」の個性と魅力を活かし、目指すべき都市像を踏まえ、将来の都市形成の

基本的構成を「ゾーン」として捉え、それぞれの位置付けを示します。 

また、集約型の都市構造を実現し、拠点性を備えた核となる地域とそれを取り巻く地域が特色を持ちな

がら相互に連携し、一体的な発展を目指した都市づくりを行うため、「拠点」を位置付け、それぞれの特徴を

示します。 

さらには、それぞれの拠点が効果的に連携し、市域の一体的発展が図られるよう「都市軸」を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�  

１．1　都市構造の現状と課題

１．2　都市構造の基本的な捉え方（ゾーンと拠点、軸の考え方）

「やま・まち・さと・うみ」を活かした土地利用の構成 

『やま』 中山間ゾーン

『まち』

『さと』

『うみ』

市街地ゾーン
中心拠点 地域

拠点
地域
拠点

田園ゾーン

臨海ゾーン

１　将来都市構造とは

第３章　将来都市構造

第３章　将来都市構造
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２� ゾーン区分（土地利用構成） 

 
〔市街地ゾーン〕 
国道 208 号と JR 鹿児島本線に囲まれた区域並びに

県道長洲玉名線沿いの区域は、本市の中心的な市街地

を形成すべきゾーンであり、住宅、商業、サービス業、教

育・文化、業務などの都市的機能の整備を重点的に進め

る「市街地ゾーン」として位置付けます。 

特に、玉名駅周辺や、玉名市役所本庁舎周辺、旧玉

名市役所周辺、新玉名駅周辺については、市民生活を

支える各種公共・公益サービスが集積した本市の「中心

拠点」及び「交通拠点」として、各種機能の維持・集積・強化を図ります。 

 

〔田園ゾーン〕 
 市街地ゾーン周辺の農地については、「田園ゾーン」として位置付け、本市の基幹産業である農業の振興

を進めると同時に、豊かな自然環境や美しい田園景観の形成などにも寄与している区域として保全を図り

ながら、「市街地ゾーン」へのアクセス性・生活利便性を高めます。 

 

〔中山間ゾーン〕 
本市北部の小岱山、東部の金峰山系の山間部につい

ては、豊かな自然資源や歴史的資産の宝庫であるととも

に、特に天水地区における熊ノ岳・三ノ岳の丘陵地は、全

国でもトップクラスの生産量を誇るみかんの産地です。 

 また、水源のかん養、地球温暖化防止など多面的機能

を有することから、森林の多面的機能を活かした保全と整

備及び中山間地域の農業振興を重点的に進める「中山

間ゾーン」として位置付けます。 

  「中山間ゾーン」は、現在の豊かな自然・歴史資源の保全・活用を図るほか、玉名らしい景観形成への

活用、休息やレクリエーションの場としての活用を図ります。 

 

〔臨海ゾーン〕 
 本市南部の有明海沿岸部については、有明海の自然

を活用した水産業及び臨海レクリエーションの振興を進

める「臨海ゾーン」として位置付け、漁場の保全と整備を

進め、アサリや海苔などの水産業の振興を推進する場と

しての活用を図ります。さらに、地域団体と連携し、有明

海の景観を活かしたレクリエーションや観光漁業などの振

興に繋げます。 

 
写真 玉名市役所本庁舎 

 
写真 天水地区丘陵地 

 写真 有明海の風景 

２　ゾーン区分（土地利用構成）
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３� 都市拠点 

 
〔中心拠点〕 
中心拠点とは、本市の主要な機能・施設が集積している場所として、玉名市役所本庁舎周辺、既存の

商店街、旧玉名市役所周辺を併せた一帯を位置付けます。公共・公益サービス、商業・業務サービス、情

報発信など、積極的な都市機能の誘導等を進め、中心拠点としての求心力向上に努めます。 

 

〔地域拠点〕 
地域拠点とは、各地域で市民生活を支える機能や施設が集積している中心地として、住民サービスを担

ってきた岱明支所周辺、横島支所周辺、天水支所周辺を位置付けます。地域拠点は、地域住民の生活

の中心であり、商業や医療・福祉、教育・文化活動、コミュニティ活動の拠点として、周辺の公共公益施設

の集約化や、生活サービス・文化交流機能の維持・向上に努めます。 

 

〔交通拠点〕 
交通拠点は、九州新幹線や JR鹿児島本線、九州縦貫

自動車道などの広域交通ネットワーク、幹線道路、バス路

線などの地域交通網の結節点を位置付けます。また、

様々な交流活動の中心として、本市の玄関口である新玉

名駅周辺及び玉名駅周辺を中心とした各エリアを位置付

けます。 

新玉名駅周辺については、新玉名駅周辺等整備基本

計画に基づき、周辺の土地利用との調和を図るとともに、

適正な機能の誘導に努めます。 

玉名駅周辺については、交通結節点としての機能向上を図ると同時に、アクセス性の向上を図ります。 

 
〔観光拠点〕 
観光拠点とは、本市の観光の中心となる場所として、由緒ある玉名温泉街や小天温泉を中心とした各地

域を位置付け、風情ある街並みなどの醸成に努めつつ、文化遺産の保存・活用や、地域の観光施設や文

化遺産を案内できる人材の育成を進め、魅力的な観光空間の形成を図ります。 

 

〔交流拠点〕 
交流拠点は、市内外の人が集い交流する場や、豊かな

自然とのふれあいの場として、「蛇ヶ谷公園」や「桃田運動

公園」、「鍋松原海岸」などを位置付けます。市民の憩いの

場、スポーツやレクリエーション及びコミュニティ活動などの

場として更なる交流機能の維持・向上を図ります。 

 

 写真 新玉名駅周辺の様子 

 
写真 蛇ヶ谷公園の桜 
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２� ゾーン区分（土地利用構成） 

 
〔市街地ゾーン〕 
国道 208 号と JR 鹿児島本線に囲まれた区域並びに

県道長洲玉名線沿いの区域は、本市の中心的な市街地

を形成すべきゾーンであり、住宅、商業、サービス業、教

育・文化、業務などの都市的機能の整備を重点的に進め

る「市街地ゾーン」として位置付けます。 

特に、玉名駅周辺や、玉名市役所本庁舎周辺、旧玉

名市役所周辺、新玉名駅周辺については、市民生活を

支える各種公共・公益サービスが集積した本市の「中心

拠点」及び「交通拠点」として、各種機能の維持・集積・強化を図ります。 

 

〔田園ゾーン〕 
 市街地ゾーン周辺の農地については、「田園ゾーン」として位置付け、本市の基幹産業である農業の振興

を進めると同時に、豊かな自然環境や美しい田園景観の形成などにも寄与している区域として保全を図り

ながら、「市街地ゾーン」へのアクセス性・生活利便性を高めます。 

 

〔中山間ゾーン〕 
本市北部の小岱山、東部の金峰山系の山間部につい

ては、豊かな自然資源や歴史的資産の宝庫であるととも

に、特に天水地区における熊ノ岳・三ノ岳の丘陵地は、全

国でもトップクラスの生産量を誇るみかんの産地です。 

 また、水源のかん養、地球温暖化防止など多面的機能

を有することから、森林の多面的機能を活かした保全と整

備及び中山間地域の農業振興を重点的に進める「中山

間ゾーン」として位置付けます。 

  「中山間ゾーン」は、現在の豊かな自然・歴史資源の保全・活用を図るほか、玉名らしい景観形成への

活用、休息やレクリエーションの場としての活用を図ります。 

 

〔臨海ゾーン〕 
 本市南部の有明海沿岸部については、有明海の自然

を活用した水産業及び臨海レクリエーションの振興を進

める「臨海ゾーン」として位置付け、漁場の保全と整備を

進め、アサリや海苔などの水産業の振興を推進する場と

しての活用を図ります。さらに、地域団体と連携し、有明

海の景観を活かしたレクリエーションや観光漁業などの振

興に繋げます。 

 
写真 玉名市役所本庁舎 

 
写真 天水地区丘陵地 

 写真 有明海の風景 

３　都市拠点

第３章　将来都市構造
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４� 都市軸 

 
〔広域連携軸〕�

九州新幹線及び JR 鹿児島本線をはじめ、九州縦貫自動車道（菊水インターチェンジが近接）、国道

208 号（玉東町-玉名市-荒尾市）、国道 501 号（熊本市-玉名市-長洲町）、県道玉名立花線～玉名山

鹿線（玉名-山鹿）、県道熊本玉名線（玉名市-熊本市）などの路線については、本市はもとより、県北地域

をはじめ、九州圏における交通の「広域連携軸」の一部を形成しています。物流や都市間交流を支える基

盤として、更なる活用を図ります。 

また、新たな「広域連携軸」である有明海沿岸道路及び有明海沿岸連絡道路により佐賀県・長崎県との

県域を越えた連携や熊本県内の交通ネットワークが強化されます。有明海沿岸道路(熊本県側）である熊

本市～大牟田市間の早期完成に向け、国直轄による全線整備と、長洲町～荒尾市間の早期着工を要望

し、これに向けた連携を深めます。 

 

〔街なか連携軸〕�

市内の主要な各路線（県道、市道）を「街なか連携軸」として位置付け、市内の主要な公共公益施設な

どを結びます。また、市全域から「中心拠点」へのアクセス利便性を高める主要道路として、関係機関との

連携を図りながら交通利便性・安全性の向上に向けた取組を推進します。 

また、高齢化の進行や脱炭素化社会の構築を視野に入れ、「歩きたくなるまち玉名」をコンセプトに、安全

安心に歩ける道づくりを進めます。 

 

〔環境軸〕�

菊池川などの河川空間は、市民にとって貴重な自然

空間であり、市街地中心部の緑地帯及び憩いの場とな

っています。また、本市の都市構造においても、北部の

山間部から、田園ゾーン、市街地ゾーンを流れ、有明

海に注ぐ、本市南北を貫く重要な軸でもあります。 

そこで、「環境軸」として位置付け、浸水などの被害に

備えた河川改修を促進します。また、生態系に配慮した

多自然川づくりを推進し、生態系に十分配慮した環境

共生の取組や、豊かな市民生活の実現や健康増進に

向けた憩いの場として積極的な活用を図ります。 

 

 

 

�  

 
写真 「菊池川の日」イベントの様子 

４　都市軸
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４� 都市軸 

 
〔広域連携軸〕�

九州新幹線及び JR 鹿児島本線をはじめ、九州縦貫自動車道（菊水インターチェンジが近接）、国道

208 号（玉東町-玉名市-荒尾市）、国道 501 号（熊本市-玉名市-長洲町）、県道玉名立花線～玉名山

鹿線（玉名-山鹿）、県道熊本玉名線（玉名市-熊本市）などの路線については、本市はもとより、県北地域

をはじめ、九州圏における交通の「広域連携軸」の一部を形成しています。物流や都市間交流を支える基

盤として、更なる活用を図ります。 

また、新たな「広域連携軸」である有明海沿岸道路及び有明海沿岸連絡道路により佐賀県・長崎県との

県域を越えた連携や熊本県内の交通ネットワークが強化されます。有明海沿岸道路(熊本県側）である熊

本市～大牟田市間の早期完成に向け、国直轄による全線整備と、長洲町～荒尾市間の早期着工を要望

し、これに向けた連携を深めます。 

 

〔街なか連携軸〕�

市内の主要な各路線（県道、市道）を「街なか連携軸」として位置付け、市内の主要な公共公益施設な

どを結びます。また、市全域から「中心拠点」へのアクセス利便性を高める主要道路として、関係機関との

連携を図りながら交通利便性・安全性の向上に向けた取組を推進します。 

また、高齢化の進行や脱炭素化社会の構築を視野に入れ、「歩きたくなるまち玉名」をコンセプトに、安全

安心に歩ける道づくりを進めます。 

 

〔環境軸〕�

菊池川などの河川空間は、市民にとって貴重な自然

空間であり、市街地中心部の緑地帯及び憩いの場とな

っています。また、本市の都市構造においても、北部の

山間部から、田園ゾーン、市街地ゾーンを流れ、有明

海に注ぐ、本市南北を貫く重要な軸でもあります。 

そこで、「環境軸」として位置付け、浸水などの被害に

備えた河川改修を促進します。また、生態系に配慮した

多自然川づくりを推進し、生態系に十分配慮した環境

共生の取組や、豊かな市民生活の実現や健康増進に

向けた憩いの場として積極的な活用を図ります。 

 

 

 

�  

 
写真 「菊池川の日」イベントの様子 
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図 将来都市構造図 

至�荒尾市�

至�玉東町�

至�長洲町�

至�熊本市�
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